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この夏、山形では初の開催となった「アフィニス夏
の音楽祭」。その会場周辺で芸工大の院生や美術
科教員が大規模なアートプロジェクトを展開しまし
た。メイン会場の文翔館の前庭に出現した巨大な
立体アートは、日本画コースと彫刻コースが共同で
創り上げたもの。今回の音楽祭のシンボルでもある
R.シュトラウスの交響詩「英雄の生涯」から英雄の輝
かしい業績をイメージし、山形にゆかりの深い、銀
色の果樹畑用反射シートで表現。起伏に富んだ立
体アートは、広く街行く人々に英雄が歩んだ人生の
紆余曲折を印象づけていました。

音楽祭をアートで演出、
巨大立体作品「英雄の業績」
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「g*g」とは?
芸工大広報誌のタイトルは「g*g」。最初の「g」は
芸工大のgであり、もう一つの「g」は芸術市民のg。
文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けま
した。あの絵が好き！ このデザインかっこいい！ 景観
がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人は立
派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大
が、「＋」より強い「*」で結ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g*g」、
親しみを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g*g」を置いてくれるショップやギャラ
リーなどを随時募集中です。
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歩いて感じた蔵や街の魅力をマップに。

［山形県山形市］

ヤマガタ蔵プロジェクト〈あるっくら〉

山形市内に現存する空き蔵を新しい
視点で捉え、その価値を見直し、再
生させようと2003年に動き始めた
「ヤマガタ蔵プロジェクト」。これま
で、山形市民のみなさんの蔵に対す
る興味・関心 ･知識を持ってもらお
うとさまざまなイベントを展開してき
ました。それらの地道な活動が功を
奏して、今や市内はちょっとした蔵
ブーム。まさに、蔵の再生が着々と
進んでいます。そんな中、建築・環
境デザイン学科の学生を中心に開
催した今年のイベントは〈あるっくら

～まちを歩いて地図をつくろう！～〉。
2008年に作成した蔵マップを活か
して、香澄町、旅篭町、七日町、諏
訪町界隈の蔵めぐりを2回にわたっ
て実施。蔵を見学し、蔵主の熱い思
いに触れることで、参加者のみなさ
んは蔵についての知識や関心をさら
に高めることができたようです。蔵
めぐり終了後には意見交換会が行わ
れ、そこで集められた参加者の声を
反映させて学生たちが新しい蔵マッ
プを作成することになっています。

明治27年以前に建てられた座敷蔵で、戦前は織物工場として使われていたも
のを昭和49年に私が購入しました。蔵を維持していくのは本当に大変ですが、
絵画や文書、道具など、思いがけないものに出会える喜びもあります。学生さ
んが蔵に興味を持ってくれたことで私自身も勉強するきっかけになっています。
（蔵主の蜂屋さん）

蔵には以前から興味があったので、友達に誘われて喜んで参加しました。普
通なら見せてもらえないものまで特別に見せてもらえて有り難かったです。
蔵を維持する大変さや活用する面白さなど、蔵主さんの話もとても興味深い
ものでした。蔵を通じて新しい友達もできて本当に楽しませてもらいました。
（天童市の佐々木さん）

世界的にも希有な音楽とアートの融合

［山形県山形市］

アフィニス夏の音楽祭

世界で活躍する演奏家を講師とする
日本のプロオーケストラ・メンバーの
ための音楽祭、それが「アフィニス
夏の音楽祭」です。昨年から広島と
山形で交互に開催されることになっ
ており、今年が山形での初めての開
催となりました。芸工大では、主催
者からの依頼を受け、和田学芸員を
コーディネーターとして、美術科の
教員と学生との有志チームが、文翔
館、山形県県民会館、七日町商店
街などで大規模なインスタレーショ
ンを展開。今回の音楽祭のシンボル

である、R.シュトラウスの交響詩
「英雄の生涯」をテーマに作品群を
創り上げました。今号の表紙もその
ひとつです。共通素材は、銀色に輝
く “反射シート”。山形のさくらんぼ
農家が果実に太陽の光を集めるため
に使用しているもので、その色とい
い輝きといい英雄がまとう鎧のイメー
ジにもぴったりと考えたのです。演
奏会とアートのコラボは音楽の本場
ヨーロッパでも類を見ないとか。演
奏会に訪れた人々はもちろん、街行
く人々にも英雄を印象づけていました。

芸工大さんからは『英雄の生涯』をアート作品にするにあたり、一度会いたい
との申し出があったんですが、逆に私は自由にイメージしてほしいと思い、お
会いしませんでした。作品の出来を見る限り、それで正解だったと思います。
曲の解釈や理解もしっかりしていて実に“素晴らしい”の一言です。
（山形交響楽団・音楽監督の飯森さん）

飯森さんのファンなので山形交響楽団の演奏はよく聴きに来ています。『英雄
の生涯』のアート作品については飯森さんのブログでも紹介されていたので
楽しみにして来ました。大作ですね。眺める角度によって印象がころころ変わ
るので、多面的な要素を持つ英雄の人生を見事に表現していると思いました。
（盛岡市の佐々木さん）

暑かった今年の夏も、芸工大の在学生や
卒業生が関わる、多くのプロジェクトが
県内各地で展開されました。初めての試みや、
回を重ねて恒例になりつつあるものまで。
アートは着実に人と人とを結び、
地域に新たな活気をもたらしています。

回を重ねて、深くなる、強くなる
人と地域と芸工大生との
ホットでアートな間柄。

地元の人々
芸工大

朝日町

蔵王温泉

大蔵村

山形市

静かな湯治場がアートで華やいだ夏

［山形県大蔵村］

ひじおりの灯プロジェクト

開湯1200年祭の祝賀プロジェクト
としてスタートした〈ひじおりの灯〉
も今年で4回目。今回も芸工大で日
本画や洋画、版画を学ぶ学生たち
が肘折温泉に逗留し、手漉きの月
山和紙に思い思いの絵を描き上げ
てオリジナルの灯ろうに仕上げまし
た。7月13日から8月31日までの長
期にわたって温泉街の旅館や商店
の軒先に飾られ、湯治場の夏の夜
を幻想的にライトアップ。7月24日
には、〈ひじおりの灯〉36個の作画
者による説明を聞きながら温泉街を

巡るトークイベント『肘折絵語り・
夜語り』を開催し、地元の人々や湯
治客のみなさんに耳を傾けていただ
きました。また、今年は〈ひじおり
の灯〉のインフォメーションブースと
して屋台『cafe&bar 肘折黒』をオ
ープン。日中は灯ろうの案内人とし
て在校生が交替で常駐して見所の
解説をしたほか、19時から21時まで
は地元の青年団がビール、おつまみ
を提供しました。回を重ねるごとに
内容も充実し、着実に地域に浸透し
ているようです。

最初の年はどうなることかとハラハラしましたが、いまではもうすっかり肘折
温泉の夏の風物詩。湯治のお客さんも旅館の人たちも楽しみにしています。
地元の若者たちにはいい刺激になっているようで、自分たちで灯ろうを作っ
たり、いろんなイベントを企画したり、温泉街を盛り上げてくれています。
（つるや肘折ホテルの柿崎さん）

肘折ダムの建設に関わったこともあって肘折温泉には特別な思いがあります。
その温泉街で芸工大の学生さんたちが何かやっているという新聞記事を見
て楽しみにして来ました。夕べ、灯ろうに灯がともったところを見ましたが、
幻想的で素晴らしかったです。温泉街に若い人の姿があるっていいですね。
（西川町の伊藤さん） 県民会館前の噴水を活かしたインスタレーション作品「英雄の伴侶」。英雄を時に奮起させ、時に安らぎを与える女性をイメージ。

幅広い年代層の関心を集めた〈あるっくら〉ツアー。蜂屋さんの蔵に到着し、その外観や門構えに早くも興味津々の参加者たち。

上：温泉街は、鮮やかな金魚灯ろうなど、全 36 基の灯ろうの幻想的な光に包まれた。左下：「肘折絵語り・夜語り」で自分が描
いた灯ろう絵について語る学生。右下：ひじおりの灯の案内所やコミュニケーションの場として活躍した屋台「肘折黒」。

卒業生の活躍とともに、アートは地域の中へ。

あとりえマサトとかもしか隊展覧会
山形市の西、朝日町の廃校：旧立
木小学校を拠点に活動しているの
が、芸工大の卒業生アーティスト
グループ「マサト」と、在学生サ
ークル「かもしか隊」です。この
土地に惹かれて集まった「マサト」
は現在5名で、日本画や版画、彫
刻など分野や卒業年度も様々。か
つての教室をアトリエにし、作品制
作をしています。また「かもしか
隊」は現在15名。この土地の魅

力を地域の人に知ってもらえるよう
に、様々な活動をしています。毎
年、活動報告を兼ねて開いている
展示会を、今年は8月8日－9月
12日に開催。廃校の放送室から1

日のできごとなどを配信する「たて
き放送局」や「盆踊り」、「立て木
のある日の音楽会」など、作品展
示の枠を越えて、人との交流を大
切にしながら、朝日町の魅力を若
い感性で表現しています。

蔵王龍岩祭とライティングオブジェクト
8月27日－29日に、蔵王温泉スキー場
で開催され、延べ1万人の来場者を迎
えたロックフェスティバル「蔵王龍岩
祭」。これまで開かれていたジャズフェ
スティバルの息が途絶え、蔵王の街を
元気にしたいという思いで5年前に復活
させた入場無料のイベントで、50組を
超えるミュージシャンが参加しました。
このイベントの実行委員長で、蔵王で
「音茶屋」を営む五十嵐さんをはじめ、
芸工大の卒業生が関わっており、在学

生たちもボランティアスタッフとして参
加。また、「Lighting Object 2010」展
に向けて、工芸コースの3年生が技術と
想像力を最大限に活かして制作した光
のオブジェ作品の一部も、会場に出品
しました。野外音楽フェスティバルに、
光の幻想的な作品群が加わり、光と音
の競演で雰囲気を盛り上げました。
Lighting Object出品者：越智聡未／
鳥飼恵理子／武藤元気／長谷川澄絵
（工芸コース3年）
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熱い三人の陶芸家が語りあった
芸工大の窯場の夜。
一人の作家として生きていきたい、
という想いを胸に芸工大に入学した2人の学生。
等身大でつき合える恩師との出会い。

静穏で緑豊かな陶郷・福島県会津本
郷で、陶芸工房『樹ノ音工房』を夫婦
で営み陶芸家として活躍する佐藤大寿
さんとサトウアカネさんのご夫婦は、共
に芸工大一期の卒業生です。2人は美
術科工芸コースでともに学び、毎日遅
い時間まで制作に打ち込む日々を過ご
したといいます。サトウアカネさんは当
時を振り返り、「一期生なので先輩も後
輩もいないですよね。誰に聞いていい
か分からない不安もあり試行錯誤の連
続でした。でもその分、決まり事も少

なくて、学生も教授もとても自由な雰囲
気でしたよ」と楽しそうに語ってくれま
した。当時お世話になったのは、佐々
木理一講師。2人にとっては、「先生」
というよりは、先輩であり友人でもある
ような身近な存在だったそうです。佐
藤大寿さんは、陶芸の知識を惜しみな
く与えてくれた佐々木教授に対し、「教
育者の観点を持って芸術の技法を教え
てくれる貴重な先生です。」と、信頼と
感謝を寄せています。

サトウアカネ  Sato Akane・佐藤大寿  Sato Daiju 

本学美術科工芸コース卒業後、陶芸家として独立（サトウアカネ）。大学院
芸術工学研究科卒業後（佐藤大寿）、窯元である父の家業を手伝い、2001

年 10月に独立、結婚。同年、会津本郷町内に『樹ノ音工房』をオープン。

●佐々木先生へひとこと
先生との出会いがあって、今の私たち『樹ノ音工房』があります。これからも卒
業生が陶芸家になれるカリキュラムを、先生の愛と優しさで実践してください。

遊んで学んだ芸工大での日々、
先輩であり友人のようでもあった、佐々木先生の存在。

佐藤さん夫婦が 4年生の時に赴任して
きたという佐々木講師。2人は、あら
ゆる事を栄養にする力と、やる気とエ
ネルギーに溢れた学生だったといいま
す。当時は学内での取り決めも緩く、
お酒が入った付き合いも頻繁だったと
か。「僕も若かったから、陶芸の話をし
ていてもそこから派生して、生き方と
かドラマについて深く語り合っていま
したね。叱ったり励ましたり、とても正
直な付き合いをしていました。」という
佐々木講師。裸の心で学生と向かい

合おうとする意識は今でも生きていま
す。「大寿くんは、優しくて人情家で
人の傷みが分かる男。彼のネットワー
クを築く力と、アカネさんの前向きで
志し高く、将来のビジョンへ向かって
歩む力が合わされば良い形になるでし
ょうね。」伝統技術を継承しながら陶
芸家として歩んでいく2人に対して、
佐々木講師は温かい視線で見守って
います。2人の活躍と繋がりは、これ
からも歴史を積み重ねていく芸工大に
とってもかけがえのない宝物です。

「同士」として教え合い、裸の心でぶつかり合う
作家として、先生として、人として培った信頼関係。

佐々木理一　Sasaki Riichi

本学美術科工芸コース陶芸専任講師。1989年東京芸術大学大学院美術研
究科陶芸専攻修了。修了制作サロン・ド・プランタン賞受賞。2002年益子国
際陶芸展入選、 FUJI国際陶芸ビエンナーレ入選等。他、個展・グループ展等多。

● 2人へひとこと
卒業生の代表として、後に続く学生にいい影響を与える生き方をしていま
すね。2人の頑張りに感謝。また協力し合える事があったら是非やろう。

芸工大OB

玩具やスポーツ用品、雑貨、家具、家電、
自動車などの製品、住宅や店舗などのイ
ンテリア、公共空間やディスプレイまで、
私たちの暮らしに関わるあらゆるものの、
美しさや機能、持続可能性などを含めた
デザインを学びます。卒業生は企業のデ
ザイナーとして活躍しているほか、中には
有田焼の食器のデザインコンペでグラン
プリを受賞した方もいます。

プロダクトデザイン学科
用の美という言葉に表される、美しさを備
えた、日常の中のもの作りを学ぶ工芸コ
ース。古くから日本人に馴染み深い「漆
芸」、武器やジュエリーとして紀元前から
人と関わってきた「金工」、土と対峙する
ことで生み出されてきた「陶芸」という、
3つの専門を軸に学びます。また専門素
材に限定せず、幅広い創作活動に挑戦
できるのも工芸コースの特長です。

美術科 工芸コース

2010 年春に佐々木教授が制作した、抽象文様と風化する素材フォルムが形成する器。「黒絵紋様器」

〈NIPPON ARTNEX T 展〉も終盤を
迎えた9月28日、椿昇氏＋後藤繁雄
氏をモデレイターとして「NIPPON 

ARTNEXTプライズ」の公開審査会が
行われました。アート関係者のみならず、
メディア関係者や著名人からなる審査
チーム（田中杏子氏、箭内道彦氏、内
山光司氏、片岡真実氏、中山ダイスケ
教授）がアワードを選出。グランプリ受
賞者には、上海のギャラリーでの個展開
催のチャンスが与えられます。とはいっ

ても、上海デビューがお膳立てされたも
のではなく、「サポートはあるものの、単
身現地に乗り込んで人間関係を築き自
らプロモーションをしてくる」……という
“自分を試してこい” といった意味合いの
賞。このアワードの趣旨等説明を受けた
上で、5人の審査員は約1時間にわたっ
て展示会場を回り、作品に点数を付け、
審査員各自が個人賞を決定。審査員の
合計点を参考に協議の上でグランプリ
を決定する予定でしたが、壁一面の大

きな絵が審査員全員の高評価を得た本
学大学院の近藤亜樹さんが、協議を待
たずして満場一致でグランプリに輝きま
した。また、情報デザイン学科（現・映
像学科）卒業生の森田桃子さんの作品
や、g*g 紙面ではお馴染みの｢ひじお
りの灯 ｣「ミサワクラス」「じゃぽんデザ
イン事務所」といった地域を巻き込ん
だプロジェクトも高い評価を受け、“東北
勢強し” との印象を残したプライズとな
りました。

京都造形芸術大学と東北芸術工科大学が、去る9月23日から8日間にわたって、
外苑キャンパスのこけら落としとして、日本のアートの次を考える〈NIPPON ARTNEXT 展〉を開催。
卒業生･学生精鋭の出展作品約40点の中から、公開審査会によりアワードを決定しました。

日本のアートネクストとして世界に羽ばたけ！
次の舞台への挑戦権をかけた、エネルギッシュな合同展。

NIPPON ARTNEXT 展 芸工大生

上：本学「Rコモンズ」の作品を興味深げに眺め
る審査員の箭内氏。中：芸工大からは中山ダイス
ケ教授が審査員として参加しましたが、厳正な評
価で作品を審査。下：田中・内山両審査員からの
質問に丁寧に答える本学研究生の森田さん（中央）。

上：工房の近くにある古い蔵を改装したカフェ「yuinoba」。 左下：柔らかな色調と優しいモチーフが
描かれているサトウアカネさんの作品。 右下：佐藤大寿さんの作品は、深みのある青色が美しい青磁鉢。
樹ノ音工房 WEB：http:/ /www.kinooto.com/

グランプリを受賞した
近藤亜樹さん（東北芸術工科大学大学院実験芸術領域）

「受賞したこと以上に次に進めるということが嬉しいです
ね。実際に目にしたものや出会った人からインスピレーシ
ョンを受けて、一本の映画を作るような気持ちで描いてい
ます。まだ見たことのない中国やアフリカでいろんなこと
に触れて、日本に何を持ち帰れるか、無意識の中で何を
感じ取ってこられるか、私自身、すごく見てみたいです。」

アートも作家と観る人の
コミュニケーション。
自分の表現したいものを表現し、
私の何かを刺激してくれる、
野心や情熱のある作品に、
これからを感じられるね。
内山光司［（株）GT INC 取締役］

地方を盛り上げる活動は
いいですね。こういう若者を
ぜひ一度海外に出してみたい。
美術家としては、質的に学生の
域を超えてると感じた絵が
３作品ありました。
中山ダイスケ［アーティスト、本学教授］

山形にある美大ってどうなの？
という思いも実はありましたが、
山形だから何かを
見つけられた子が何人かいて、
同じ東北出身者として
素直にうれしかったです。
箭内道彦［クリエイティブ･ディレクター］

全体的に作品としての必然性が
希薄に感じましたが、内向きな分、
完成度は高いと感じました。
若い世代が街の再生や
社会的テーマに介入して
いくことも重要ですね。
片岡真実［森美術館チーフキュレイター］

心を掴まれた作品もあれば
ゾワゾワっときたものもあり、
いずれも私との間に
コミュニケーションが
生まれたという点では
力のある人なんだと感じました。
田中杏子［『Numéro TOKYO』編集長］
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「やっ初まか初」で盛り上がった！
花笠まつりパレードに飛び入り参加。

グラフィックデザイン学科の演習として“まち”
をデザインで活性化させるアイデアに取組んだ
「まちなかデザインプロジェクト」。この中から、
同学科 3年生の4名が考案した、花笠まつりをテ
ーマにしたプロジェクト「やっ初まか初（やっし
ょまかしょ）」を、今年の花笠まつりで実施しまし
た。パレードに飛入り参加する人々を応援するこ
の企画は、花笠まつりや七日町周辺をさらに盛り
上げる全世代の人々へ向けたもの。花笠まつり
当日の8月5日－7日は、十日町、本町、七日町
と踊り手が練り歩く花笠まつりパレードの初心者
向けの仕掛けとして、花笠飛び入りコーナー参加
の呼びかけや踊り方の練習を実施し、多くの方
の飛び入り参加の後押しをしました。
企画：桑久保直美／酒井亜紀波／佐藤菜月／本
間拓真（共にグラフィックデザイン学科 3年）

01

TUAD mixing! 2010流石の仕事ぶり、
みかんぐみ×屋代敏博が魅せた時空間

本学教員のプロとしての仕事を紹介する展覧会
「 TUAD mixing!」を7月15日－8月1日に本館
7Fギャラリーで開催。建築・環境デザイン学科
の竹内昌義教授が所属する建築家ユニットみか
んぐみによる、山形市街地の模型に植物の種を
植え、会期中に育成するというインスタレーショ
ンと、映像学科の屋代敏博准教授による、全国
の古き良き銭湯を撮影した写真シリーズを出品。
「連続する時空間」をテーマとして、非日常化し
た日常の姿を展示しました。

03

多田木工＋西澤研究室｜産学共創
ワークショップで身に付く実践力。

プロダクトデザイン学科の西澤高男准教授と学
生が携わった、多田木工との共同ワークショップ
の成果作品展「山形の素材とデザイン展」を、
多田木工ホームバリュー（天童市）で6月26日、
27日に開催。成形合板家具の生産過程で生じる
端材を用いた、プロダクトデザイン学科4年生の
平家千絵さんの作品「さかなつり」は製品化の
予定です。

19

光と音楽による夏の夜の夢、
公演「詩は歌に恋をする」を開催

東北文化研究センターでは、谷川賢作率いる“現
代詩を歌うバンド”DiVa（ディーバ）を迎え、7

月21日に水上能楽堂にて公演「詩は歌に恋をす
る」を開催しました。美術科工芸コース、テキス
タイルコースの学生による「Lighting Project」
の会期と重なったこともあり、夏の夜を照らず光
と情感あふれる音楽の饗宴となりました。

05

クールな日本文化の担い手として
OB 飯泉太子宗さん、相次ぐテレビ出演。

茨城県で古仏修復工房を営む、美術史・文化財
保存修復学科卒業生の飯泉太子宗さんが、食生
活から流行、生活習慣まで、日本のクールな文化
を外国人が発見していくNHK BS1／ BS hiの
番組「COOL JAPAN ～発掘！かっこいいニッ
ポン～」に出演し、9月4日、8日、10日、13日に
放送されました。また、NHK BS-1の「関口知宏
の only1」にも出演予定です。（前半10月16日
23:00－23:20、後半10月23日23:00－23:20）
WEB：http:/ /www.nhk.or.jp/only1/

18

展示やシンポジウムで
芸術の夏を満喫した悠創展2010

山形県内の現役美術教員と本学教員による作家
展『悠創展』を7月27日－8月8日に悠創館（山
形市）にて開催しました。会場には、油彩画、
日本画、彫刻、工芸品、グラフィックデザイン作
品など約40点を展示。併せて、地域社会と美術
の繋がりをテーマに語るシンポジウムとギャラリ
ートークを開催しました。
企画運営：美術科総合美術コース
後援：山形県教育委員会

04

歴史をドラマティックに学んだ
歴史遺産学科模擬授業を開催。

2010年の夏から生涯学習プログラムとして、一
般の方や社会人の方向けの生涯学習や資格取得
を支援する事業を本格的にスタート。その特別公
開講演を8月1日に開催しました。本学教授陣と、
元 NHK アナウンサーで本学評議員の松平定知
氏、歴史学者の藤本正行氏をお迎えしたトーク
イベントを開催しました。

20

文化財保存修復研究センターによる
保存修復を終えて、ご本尊さま里帰り。

最上三十三観音打ち止め満願の寺として知られ
る、鮭川村の庭月観音のご尊体が、これまでの
保存管理にも関わらず痛みが著しくなったため、
2009年8月より本学の文化財保存修復研究セン
ターが修復を受託。この度、約1年の保存修復
調査が終了し奉納しました。これを祝し、ご開帳
をはじめとする慶讃記念事業が 8月10日－10月
31日に開催されています。
主催：庭月観音　庭月観音法灯護時会
お問合せ：鮭川村産業振興課内　鮭川村環境協会
TEL：0233-55-2111

13

「2010年度 写真新世紀」
で佳作受賞 OBの活躍は
誇りになる、励みになる。

写真表現の可能性に挑戦する新人写真家の発
掘・育成・支援を目的としたキヤノンの文化支援
プロジェクト「写真新世紀」で、大学院ビジュ
アルコミュニケーションデザイン領域修了生の草
彅裕さんが佳作（蜷川実花 選）を受賞しました。
受賞作品は11月に東京都写真美術館で開催する
「写真新世紀東京展2010」にて展示の予定です。
WEB：http://web.canon.jp/scsa/newcosmos/

23

エマニュエル・ムホー准教授の世界
スペシャルウィンドウディスプレイ発表！

プロダクトデザイン学科のエマニュエル・ムホー
准教授が、8月5日－25日に ISSEY MIYAKE/

A O YAMA と PLE AT S  PLE A SE  ISSE Y 

MIYAKE/AOYAMAで、スペシャルウィンドウ
ディスプレイ「sticks」を発表。411本の sticks

（細い棒）でつなぎ、その色と影の重なりや美し
さを用いた空間を創出。また、さまざまなクリエ
イターがオリジナルの手ぬぐいをデザインしてい
る「てぬコレ」（下記 WEB）では、担当した手
ぬぐいの購入ができます。
WEB：http:/ /www.tenukore.com/

22

第5回金の卵学校選抜オールスター
デザインショーケースに出品で手応え

「第5回 金の卵 学校選抜オールスターデザイン
ショーケース」が 8月26日－9月5日に六本木
AXISギャラリーで開催され、プロダクトデザイ
ン学科 3年生と大学院1年生の合計10名が参加
し、これまでの授業課題およびデザイン活動の
成果を披露しました。
テーマ：デザイナーの良心
作品展示：千葉陽、菅原悠未（3年前期演習・山
形カシオとの産学共創プロジェクト成果）
ポートフォリオ展示：朴泳昇／小池匠／林崇聖／
千葉陽／斉藤はるか／高橋勇太／渡邊由枝／佐
藤夏美／原田陽介

21
注目度も国際級「山形国際ドキュメン
タリー映画祭2011」作品募集ポスターに。

2年に1度開催される「山形国際ドキュメンタリ
ー映画祭」の2011年インターナショナルコンペ
ティション作品募集ポスターに、グラフィックデ
ザイン学科 3年生の佐藤菜月さんの作品が採用
されました。映画祭事務局からの依頼を受け、グ
ラフィックデザイン学科の3、4年生47名が授
業の中でポスターを制作。映画祭理事などの審
査やブラッシュアップを重ね採用となりました。

27

バリアフリー映画「おくりびと」
上映会であの感動の輪広がる。

渡部諭教養教育センター教授が主催するチュー
トリアルの学生が主体となり、東北初となるバリ
アフリー版の「おくりびと」の上映会をMOVIE 

ONやまがたにて9月4日－12日に開催しました。
映画はセリフの字幕とシーン紹介の音声が加えら
れたもので、映画の脚本を手掛けた小山薫堂教
授も前夜祭に参加しました。

24

エネルギーがみなぎって
くる感覚、「めくるめく東
北の鼓動」展

東北に育まれ、表現や生き方を模索しながら、
精力的に制作をつづけてきた4名の在学生による
展覧会「めくるめく東北の鼓動」を gallery 

COEXIST（東京都台東区）にて9月21日－10

月10日に開催。不可視のものを可視化する、そ
れぞれの真摯な作品世界が出現しました。
出品作家：西村沙由里（美術科版画コース4年）
／佐藤優（大学院実験芸術専攻1年）／野瀬昌
樹（大学院洋画専攻1年）／李英圭（大学院洋
画専攻2年）

11

東北画は可能か？
｜仙台編｜山形編
力作 ･ 大作に可能性をひしひしと。

「東北」をつかみ絵として表現すること、その絵
画という可能性に、在学生、卒業生、教員が挑
む「東北画は可能か？」展を仙台と山形の2会
場で開催しました。総勢40名の作家によるそれ
ぞれの「私」から出発した「東北画」（絵画・ド
ローイング・立体作品など）と数々のインスタレ
ーション作品や共同制作による大作が会場を埋
め尽くしました。
9月28日－10月10日　art room Enoma（仙
台市青葉区）
10月9日－11日　art_izm（山形市）
WEB：http:/ /www.touhokuga.org/

14

天晴れ！「竹原優」個展
＠六本木ヒルズ
アート＆デザインストア
スペースA＋ D

大学院実験芸術領域1年生の竹原優さんが、8

月31日－9月20日に六本木ヒルズアート＆デザ
インストアのスペース A＋ Dにて個展を開催。
異なるモチーフの写真をデジタル合成し、印刷し
たものにニードルで描くことで絵画のように仕上
げた作品16点（A2～B0サイズ）を展示しました。
WEB：http:/ /www.macmuseumshop.com/

29
再興第95回「院展」で受賞・入選
伝統ある公募展に確かな実績を刻む。

財団法人日本美術院が主催運営する日本を代表
する日本画の公募展「再興第95回院展」で、
在学生、卒業生、教員が受賞・入選し、9月8日
－20日に日本橋三越本店にて展示されました。
奨励賞：番場三雄「帰路」（美術科準教授）
教員：松本哲男「華」（学長）／谷善徳「パレス
チナへの道」（美術科準教授）
卒業生：鬼塚堅太「竜舞の滝」／高橋一徳「睨
めあげる」／山田美知男「親子」／須田健文「カ
ッパドキア」／桐原（旧性松本）いずみ「河原」
在学生：山口裕子「つよきものたち」（大学院日
本画領域）／木村文香「淡を纏う」（日本画コー
ス3年、初、写真）／吉住神奈「鬱蒼」（日本画
コース2年、初）／加藤茉里恵「森の詩」（日本
画コース2年、初）／古田和子「藹藹」（日本画
コース2年、初）
WEB：http:/ /www.nihonbijutsuin.or.jp/

08

みんなとつながった、
感動した「わお！〈わたし〉
の表現者たち」展

アートを介して、心動かすものに生まれる「わ
お！」という驚きや感動で、様々な人たちと繋が
ることを目的に、在学生10名と社会人3名の13

名が活動する団体「わお －YAMAGATA ART 

PROJECT －」が、「わお！〈わたし〉の表現者
たち展」を9月29日－10月3日に山形まなび館
（山形市）で開催。山形の障害のある方の作品を
中心に（ 30人／約60点）、るんびにい美術館
（岩手県花巻市）などからの作品を展示しました。

12

オニ（元あふりらんぽ）が揺さぶる！
刺激的なスペシャルライブを開催。

7月16日の特別講義『ミュージシャンとのコラボ
レーション』の講師として、ミュージシャンの「オ
ニ」をお招きし、魂を揺さぶるライブのほか、ア
メリカやアフリカでの生活、現在までの生き様な
どを熱く語りました。また、映像学科の学生有志
が、オニのアルバム収録曲「愛のかたまり」に
合わせたミュージックビデオを制作し上映するな
ど、刺激的な90分となりました。

06

キャンパスが独創の光につつまれた
Lighting Object 2010

美術科工芸コース（漆芸・金属・陶芸）とテキス
タイルコースの3年生28名が、半年間をかけて
様々な光の効果を利用した作品を制作し、キャン
パスを照らす Lighting Object（ライティング
オブジェクト）を7月16日－8月2日に開催。今
年は、3メートルを越す大型作品やカラフルで美
しい作品などが真夏の夜を彩りました。 

WEB：http:/ /gs.tuad.ac.jp/kougei/

15

芸工大パワーを存分にアピール
「GOOD DESIGN EXPO 2010」に出展

待望の新学科誕生に向けて本格始動！
文芸学科の学生募集を開始

一般の皆さんウエルカム！ 芸工大の
学びの成果を一挙公開 ｢ 芸工祭 ｣

8月27日－29日に東京ビックサイトで開催された
GOOD DESIGN EXPOにプロダクトデザイン学
科が芸工大ブースを出展。今年のテーマは「 cul・
ti・vate『はぐくむ』」。会場では、Snowpeak 社
や、多田木工などの製品開発者を講師にお招きし、
課題に取り組んだ産学共創プロジェクト作品のほ
か、これまでの卒業制作での優秀作品などを出品
しました。また、大手ディスプレイ会社に務める
卒業生の歌代悟さんが大学ブースのレイアウトデ
ザインを担当。在校生、卒業生のパワーを結集し
た展示となりました。
さらに芸工大のブースは、来場者数アンケートに
よるデザインコミュニケーション部門の人気ブー
スとしてホンダや日産に続き、5位に入賞しました。
主催：財団法人日本産業デザイン振興会
WEB：http:/ /www.g-mark.org/expo/2010/

8月31日の文部科学省の認可を受け、2011年度
新設となる芸術学部文芸学科の学生募集を開始。
入学定員は35名で「ライティングコース」と「編
集コース」の2コースがあり、芸術学部の学科と
いう特性を生かしながら、小説やノンフィクション、
エッセイ、紀行文や詩歌などを自分の力で「書く」
ことと、新しい視点で「編集」することを学びます。
また、9月12日に開催した文芸学科の入試説明会
には会場に入りきらない程の方にお越しいただき
ました。入試について詳しくは、大学 WEBをご
覧いただくか、入試課までお問い合せください。
WEB：http:/ /www.tuad.ac.jp/la/

TEL：0120-27-8160

毎年恒例の大学祭「芸工祭」を9月25日－26

日に開催。今年のテーマは「和」。ポスターのグ
ラフィックでは、人と人との繋がりと調和のイメ
ージを青と白のねじりハチマキで表現。当日は、
サークルイベントや、学科・コースの自主企画展
やアート・デザイン作品の出展ブース、TUAD 

COLLECTION 2010と題したファッションショ
ー、また、在学生が運営する模擬店など、81団
体が出展しました。校友会ブースでは、卒業生
が手掛けた器や手作り雑貨なども販売しました。
WEB：http:/ / tuad-fes.jp/

02 16 17

カワイイ絵と
ストーリーにほのぼの
絵本「とげとげ」を
初出版

現グラフィックデザイン学科卒業生の佐藤茉莉
子さんがイラストレーションを担当した、絵本
「とげとげ」が出版されました。この絵本は、児
童文学作家で詩人の内田麟太郎さんが文を書き
下ろしたものです。
定価：1,400円（税込）
出版社：童心社
初版：2010年9月30日
ISBN：978-4-494-02556-5

26

本学ゆかりの作家たちが
確かな足跡「第74回
新制作展」で新作家賞受賞

「第74回　新制作展」のスペース部門で、プロ
ダクトデザイン学科卒業生の福浦美樹さんが新
作家賞を受賞。また、大学院プロダクトデザイン
専攻2年の工藤隆弘さんと、中鉢里枝同学科副
手が入選。さらにプロダクトデザイン学科の降旗
英史教授と谷浩二同教授が会員として出品し、
国立新美術館にて9月15日－27日に展示されま
した。また、10月21日－31日には京都市美術館
にも巡回展示します。
主催：新制作協会
WEB：http:/ /www.shinseisaku.jp/

28

渋谷達郎さん設計「白鷹の家」が
光あふれてグッドデザイン賞を受賞。

環境デザイン学科卒業生の渋谷達郎さん設計
「白鷹の家」が、2010年度グッドデザイン賞を
受賞しました。今までにない「採光断熱壁」の
仕様や、光に満ちあふれたサステナブルな雪国
のすまい方の提案などが評価されました。
事業主体名：渋谷達郎＋アーキテクチュアランド
スケープ一級建築士事務所
領域／分類：生活領域　－戸建住宅・集合住宅
受賞企業：渋谷達郎＋アーキテクチュアランドス
ケープ一級建築士事務所（山形県）
WEB：http://www.g-mark.org/award/

25

東北芸術工科大学と在札幌米国総領事館
和と洋の音楽で平和を奏でた共催事業。

東北文化研究センターでは、9月7日に「カント
リー音楽と和太鼓の饗宴 音楽は国境を越える－
平和な世界へ－」を開催しました。在札幌米国
総領事館が「音楽を通じて、若者に平和の大切
さを考えてもらいたい」という本学への呼びかけ
で実現。本学の和太鼓研究会「太悳」とカント
リーソンググループ「フォックス・ハント」が数
曲を披露し、最後は「Hang me」を一緒に演奏。
カントリー音楽と和太鼓の共演に、会場からは大
きな拍手がわき起こりました。

09

業界最前線をリアルに
学べる入門書、広告を
面白く理解する本を出版。

企画構想学科の田中範男教授が、広告を面白く
理解する本  『基礎知識から現場の最前線までつ
かめる入門書』を出版。広告業界の現場に身を
おく田中教授が、広告実務にはじめて携わる方を
想定して、実務最低限知っておくべき知識や考
え方をまとめた入門書です。
出版社：中経出版  2010年4月発行
価格：1,260円

10
共感を呼ぶ、デザインカフェ
「自然に学ぶ新しい
暮らし方のか・た・ち」。

デザイナーや研究者をお招きし、自由に会話や
議論をすることで、デザインの本質を新たな視点
で考える企画「デザインカフェ」。講師に工学博
士で東北大学大学院環境科学研究科の石田秀輝
教授をお招きし10月13日に開催しました。環境
の悪化が続く矛盾の発生を探り、自然のメカニ
ズムからこれからの『ものづくり』や『暮らし』
を考える機会となりました。

07

提案が実現し、花香る
オープン。フラワーショップ
「花創作 苺いちえ」

2008年に在学生を対象に実施した、フラワーシ
ョップの店舗デザインコンペでグランプリを受賞
した大学院環境デザイン専攻の渡部侑希さん（受
賞当時）の提案が、実際の店舗に採用。9月17日、
フラワーショップ「花創作 苺いちえ」として、開
店しました。誰もが気軽に花を求めることができ
る、フラワーショップが誕生です。
「花創作 苺いちえ」仙台市太白区長町5-10-18
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※学年や所属は、発表・受賞時のものです。
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人生にアートをプラスし、豊かな人生づくりを応援する生涯学習プログラムは、
様々な角度から芸術にアプローチする多彩な内容で構成されています。「臨床
美術士」は、アートを社会に役立てることが可能な資格のひとつです。

臨床美術士とは、誰もが苦手意識を感じな
いように工夫されたアートカリキュラムを通し
て、参加者の感性を引き出し、生きる意欲
の創出にまで繋げていく専門家。この得講
座では、医療、介護、福祉をはじめ教育の
場や能力開発に活用できる「臨床美術士」
の基本的な知識や考え方を学び、基本画
材となる「オイルパステル」を使ったカリキ
ュラムを実践できる力が身につく内容となっ
ています。全5回の講座のうち2回目となる
今回は、古新聞紙と和紙を使って立体のか
ぼちゃを作ります。
かぼちゃの丸み、実がつまった重さ、ごつご
つとした表皮を感じながら、古新聞紙を丸め
てかぼちゃの中身から作り、外側には色とり
どりの和紙を貼るという簡単なもの。講師の
藤木先生は一人ひとりに声をかけ、視覚だ
けでなく五感を働かせて右脳を活性化させ、
おもしろい表現を引き出せるように見て回っ

ていましたが、これも臨床美術士の実践例。
思い思いの和紙を貼り創作に没頭していく
受講者に対し「たまにはかぼちゃも見てくだ
さいね」と笑いを誘いながら、高齢者、認
知症、子どもに作業させた場合の注意点や
工夫など、現場の指導者に必要な知識も伝
えていました。
受講者は、「臨床美術士」になるために学ぶ
手法や考え方を現在の職場で活かしたいと
いう人や、美術を社会に役立てたいという
意識を持っている人、子どもの感性を育む
のに役立てたいという人など様々です。「臨
床美術士は、自己表現する喜びを伝えたい、
という発想から始まっていて芸術的な分析は
しません。誰が優れているかではなく、どう
人と関わるかが重要なんです」と藤木先生
は語り、「臨床美術士」が美術に対してこれ
までと違った視点を持って、社会や人に直
接的な関わりを持つことを強調しました。

臨床美術士 5級取得講座 ～美術で脳を活性化～（資格取得講座）

公開レポート①

受講者のかぼちゃに対する感じ方や、見る角度に
よって、かぼちゃの表情はそれぞれ違います。

風合いある質感の和紙を裂き、揉み込んだり紐状
にしたりして制作者の個性をつけていきます。

藤木晃宏［臨床美術士］
美術作品を見る立場ではなく、自ら創るという提案をしている藤木先生。「臨
床美術士になるためには、楽しさを体験して感じることが大切。作業工程を
追うだけでなく、どうすればイメージが伝わるか、自分で体験できるカリキュ
ラムになっています。美術に対する意識転換が図れます。」

立花淳子さん
仙台の児童館に勤務しているという立花さん。「今回の立体かぼちゃを作り
たくて受講を決めました。子どもと関わる仕事をしているので、子どもの心に
働きかける行動の参考にしようと思っていましたが、それ以上に自分の視野
が広がったことが大きな収穫となったように思います。」

実際のかぼちゃを触って形のおもしろさを感じながら、水落ち和紙など
で作品にアクセントをつけて魅力を引き出していく、立体かぼちゃの制
作。単なる工作にならないように、五感を解放して制作していきます。

人生に、アートを。

●日程：2011年1/13（木）・14（金）
●時間：1/13 13：00－17：00、1/14 8：30－15：00
●講師：森みわ（本学客員教授）、松尾和也（共にパッシブハウス・ジャパン理事）
●会場：本学講義室・山形エコハウス ●定員＝100名（最少開講人数30名）
● 受講資格：個人・法人を問わずどなたでも受講いただけます。
●受講料：一般24,000円（登録料4,000円を含む）
／ 賛助会員8,000円（一社につき3名まで適応。診断士登録料は無料）
●申込締切：12/21（火） ※受講案内を12/24（金）頃までお送りします。
パッシブハウス・ジャパン http:/ /passivehouse-japan.jimdo.com/

省エネ建築診断士養成講座
～山形エコハウスで学ぶ省エネ建築の最前線～

パッシブハウス・ジャパン認定受講申込
受付中！

山形県と本学が共同で開発した世界最高水準の
省エネ性能を備えた山形エコハウスを教材に、
ドイツの省エネ住宅「パッシブハウス」につい
て理解を深めます。パッシブハウス・ジャパンの
カリキュラムに基づいた講習を2日間の集中型で
行い、エネルギーの考え方や建物の熱損失、気
密性能と通風など、効率良く省エネ性能と居住
性を高める方法を学修。最終日の検定試験合
格者には省エネ建築診断士の資格が認定されま
す。これからの時代を考えた建築設計や住環境
に携わる方の受講をお薦めします。
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EVENT SCHEDULE

9/18-10/31
新たな「山形の入り口」を感じる旅
日本を代表する絵本作家の荒井良二氏をお招きし、
作品展のほか、横断的なアートイベントを開催中
です。詳しくは本学 HPをご覧ください。

『荒井良二展ー山形じゃあにぃ2010』
会期：9月18日（土）ー10月31日（日）（月曜休館）
会場：山形まなび館ーMONO SCHOOL、アジアハウス

10/2-11/23
｢うるしのくに会津 ｣で出会うアート
会津は縄文時代からの「うるしのくに」で、招待作
家や会津の漆の作り手たち、約 100 組の作家・職
人が参加。本学からは、小林好伸美術科教授、竹
内昌義建築・環境デザイン学科教授、辻けい美術
科教授、鴻崎正武美術科講師らが出品。宣伝美術
では宮本武典美術館センター講師が担当。総合
ディレクターは、赤坂憲雄東北文化研究センター
所長です。ぜひご来場ください。

『会津・漆の芸術祭』
会期：10月2日（土）ー11月23日（火・祝）
会場：会津若松市、喜多方市、三島町、昭和村
お問合せ：会津・漆の芸術祭事務局
TEL：0242-28-6000 

WEB：http://www.general-museum.fks.ed.jp/

〈シンポジウム「会津・漆・アート」〉
日時：11月23日（火・祝）14:00ー16:00

パネリスト：北川フラム氏、樋田豊次郎氏、山下裕二氏
コーディネーター：赤坂憲雄教授（東文研所長）

10/8-29
自己推薦入試の募集
2011年度自己推薦入試の出願が 10月 8日（金）よ
り始まっています。願書の請求などは、本学入試
課までお早めに。

『自己推薦入試』
出願期間：10月8日（金）ー29日（金）
試験日：11月7日（日）

10/22-
加藤正人教授が手がけた「雷桜」が公開
俳優の岡田将生さんと蒼井優さんが主演を務める
時代劇映画「雷桜」の脚本を映像学科の加藤正人
教授が担当。10月22日（金）より全国ロードショー
されます。

『映画 雷桜』
ロードショー：10月22日（金）ー
配給：東宝
監督：廣木隆一
WEB：http://raiou.jp/

10/23
世界遺産、龍門石窟の仏教美術に触れる
中国河南省の古都、洛陽の南の郊外に位置する世
界遺産で、古代仏教美術の遺跡のひとつ、龍門石
窟。今回は、その初期の優品が残る「古陽洞」を中
心に、北魏後期の仏教美術の粋をご紹介します。

『公開講座 東西美術紀行「龍門石窟の美術」』
日時：10月23日（土）13:30ー15:00 

会場：本館207講義室（予定）
入場料：一般1,000円／学生教職員無料

10/25-11/5
特別選抜入試の募集
デッサンや小論文の科目のみで合否判定を行なう
デッサン特別選抜入試、小論文特別選抜入試の出
願期間は以下の通りです。

『デッサン特別選抜入試、小論文特別選抜入試』
出願期間：10月25日（月）ー11月5日（金）
試験日：11月18日（木）

10/26-11/7
彫刻家・菅原隆彦の個展「Vortex Form」
大学院彫刻専攻の修了生、菅原隆彦さんが、東京
にて個展を開催します。鉄を用いたダイナミック
な作品を、ぜひご覧ください。

『菅原隆彦彫刻展』
会期：10月26日（火）ー11月7日（日）12:00ー19:00

（最終日は17:00まで／月曜休廊）
会場：Gallery KINGYO（東京都文京区千駄木）
WEB：http://www13.plala.or.jp/sd602kingyo/

10/28-11/24
彫刻家・古郡弘展「からぎ、かりどの」
美術館大学センターでは 2010年度のアーティス
トとして、彫刻家・古郡弘氏（2010年度より彫刻
コース客員教授）を招聘した作品展を開催します。
国際芸術センター青森が所蔵する古郡氏の素描 6

点や大学正面の池に展開する石のドローイングの
ほか、美術科彫刻コースの3年生の後期授業「イン
スタレーション演習」の一環としても開催し、在
学生の作品との競演にも注目です。

『古郡弘展「からぎ、かりどの」』
会期：10月28日（木）ー11月24日（水）10:00ー17:30

（休館日＝日曜・祝日）
会場：東北芸術工科大学7Fギャラリー、本館正面池

10/28-12/21
生涯学習プログラムで豊かな学びを
本学の教授陣が皆様のこれからの学びをサポー
トする、生涯学習プログラム。以下の講座はまだ
お申込みを受付けしております。先着順ですので、
お早めにお申込みください。講座について詳しく
は、下記WEBをご覧いただくか、生涯学習プログ
ラム担当まで。

『ブログではじめるインターネット活用術 最先端
のウェブサービスで、情報収集・発信を楽しむ』
講師：村山秀明　申込締切：10月28日（木）

『彫金によるジュエリー制作　大切な人に贈るオ
リジナルシルバーリング』
講師：金子透 他　申込締切：11月2日（火）

『省エネ建築診断士養成講座　山形エコハウスで
学ぶ省エネ建築の最前線』
講師：森みわ 他　申込締切：12月21日（火）

『黄金背景テンペラ画をつくる　西洋古典技法に
挑戦』
講師：鴻崎正武　申込締切：12月21日（火）

『陶芸講座 オリジナルの器に上絵付けをする』
講師：佐々木理一 他　申込締切：12月21日（火）
WEB：http://www.tuad.ac.jp/plusart/

TEL：0120-25-8160（受付：月～金　9:00ー18:00 

※土・日・祝休み）

10/29-11/3
くらしと環境のデザインを感じる5日間
今年で 25年目を迎える、様々な要素が融合した都
市型デザインイベント「東京デザイナーズウィー
ク 2010」の「学生展」にプロダクトデザイン学科
の選抜学生が出品します。本学ブースの「暮らし
の中の絶滅危惧種」というデザインコンセプトの
解となるどんな作品が並ぶのか、ぜひ現地でご覧
ください。更に会期中は、明治神宮の本学外苑キャ
ンパスでトークイベントなども開催予定ですので、
合わせてご来場ください。

『東京デザイナーズウィーク2010』
会期：10月29日（金）ー11月3日（水）
会場：明治神宮外苑
出展：プロダクトデザイン学科
WEB：http://www.tdwa.com/

『日本のカタチ2050』
日時：11月3日（水）14:00ー16:00

会場：外苑キャンパス
出演：竹内昌義教授、馬場正尊准教授、マエキタミ
ヤコ客員教授、山崎亮氏

『生物多様性とデザイン』
日時：11月3日（水）16:30ー18:30

会場：外苑キャンパス
企画・司会：竹村真一氏
ゲスト講師：長島孝行氏、黒岩典子氏

10/30-11/28
紅葉ライトアップで堪能する風雅な秋
大学院仙台スクールの渡邉英さんがイベントの
コーディネートを担当した、松島円通院の紅葉ラ
イトアップ 2010が開催されます。紅葉とともに
美しく灯される庭園を、ぜひご覧ください。

『松島円通院 紅葉ライトアップ2010』
会期：10月30日（土）ー11月28日（日）17:30ー21:00

会場：円通院、観瀾亭、瑞巌寺洞窟群、天麟院、比
翼塚・三聖堂
料金：拝観料500円（円通院） 

10/31
7分間に懸ける！デザセン2010決勝大会
過去最多となる562チーム（87校）から応募のあっ
た今年のデザセン。 9月上旬の一次審査で選ばれ
た 10チーム（校）が、自分たちのアイデアを 7分間
で発表します。 今年は新たに、コミュニケーショ
ン／アートディレクターの森本千絵氏、楽天大学
学長の仲山進也氏を迎えて若返った審査員陣が、
これまで以上に熱く高校生たちの提案に向き合い
ます。

『デザセン2010決勝大会』
日時：10月31日（日）12:30ー17:00頃まで
会場：本館201講義室

11/27
持続可能な暮らしのためのデザイン
全国の大学から集まった「持続可能な暮し」のデ
ザインアイデアについて、1次審査を通過したも
のの中から最終審査を行います。

『 サスティナブルデザインアイデアコンペ 2010　
最終審査』
日時：11月27日（土）10:00－16:00（予定）
会場：東北芸術工科大学 本館1Fラウンジ
募集テーマ：サスティナブルライフスタイル

12/10-15
デザインウィークが仙台でも開催
毎年恒例となった仙台デザインウィークに、プロ
ダクトデザイン学科がブースを出展します。グッ
ドデザインエキスポで好評だった数多くの学生作
品を展示予定です。また、会期中に予定している
デザイナーの中西元男氏による記念講演などもお
聞き逃し無く。

『仙台デザインウィーク』
会期：12月10日（金）ー15日（水）
会場：せんだいメディアテーク

12/22
デザインの本質を考える、デザインカフェ
「人と環境への配慮に基づく新たな価値創り…第5回
サステナブルデザイン国際会議山形開催に際して」
コーヒーを飲みながらデザインの本質を皆で考え
合う、今年2回目のデザインカフェを開催します。

『デザインカフェ』
日時：12月22日（水）17:30ー19:00

会場：本館301講義室（予定）
講師：植松豊行教授、片上義則教授、竹内昌義教授、
三浦秀一准教授、柚木泰彦准教授

1/6-21
一般入試、センター利用入試の募集
一般入試（前期）、センター利用入試（1科目利用、
2科目利用前期）の出願期間は以下の通りです。願
書の請求などは、本学入試課までお早めに。

『一般入試（前期）、センター利用入試（1科目利用、
2科目利用前期）』
出願期間：2011年1月6日（木）ー21日（金）
センター利用入試（2科目利用前期）は2月1日（火）
まで
試験日：2011年1月28日（金）
センター利用入試（2科目利用前期）は個別試験なし

2/26,27
デザインが創る、サステナブルな社会
地域固有の条件や多様性、文化、風土など、地域に
根差したコミュニティ、産業、暮らしがサステナビ
リティ（持続可能性）の原点。山形に限らず、地域
のサステナビリティを考える時に見えてくる「将来
ビジョン」と課題に対する解決方法を検討し、実践
につなぐことを試みながら、地域の未来を描きます。

『第5回サステナブルデザイン国際会議「ローカル・サ
ステナブル・コミュニティ／ダイナミズムの実践（仮）」』
日時：2011年2月26日（土）・27日（日）9:30－17:30

会場：東北芸術工科大学 各講義室
主催：サステナブルデザイン国際会議実行委員会
サステナブルデザイン国際会議
WEB：http://www.sustainabledesign.jp/

〈サステナブルデザイン国際会議1日目　基調講演会〉
日時：2011年2月26日（土）9:30－17:30

〈サステナブルデザイン国際会議2日目　分科会〉
日時：2011年2月27日（日）9:30－17:30

東北芸術工科大学の広報誌「g*g」では、イベ
ントなどの告知情報をお待ちしております。

在学生、卒業生の皆さんへ

日程や内容は変更になる場合がありますので、HPなどで事前にご確認願います。


